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⓪開始貸借対照表の作成（金融資産及び固定資産等の登録） 
①現行の予算・決算制度に係る会計事務処理（取引ごと）【例：消耗品の購入（需用費）】 
②現行の予算・決算科目（款・項・目・節等）を、取引（伝票）ごとに勘定科目に変換（単式簿記から複式簿記への変換(仕訳帳自動作成)） 
 →登録した変換プログラムによる自動変換（判断を要する科目（資本的支出と修繕費の区分等）は仮勘定として別途処理） 
 →変換時期について、現行の予算・決算制度の取引にあわせた変換処理も可能であるが、現状では期末一括処理 
 →【例：消耗品の購入（需用費） → ＰＬ消耗品費／ＣＦ物件費支出】 
③固定資産該当科目は、取引ごとに関連情報を追加の上、固定資産台帳に登録 
④・⑤固定資産台帳で自動算出される当該年度の減価償却費等、引当金や内部取引に係る相殺消去等に関する決算整理仕訳処理 
 →②・⑤で作成された仕訳データは、仕訳帳で管理 
⑥確認（各種台帳と固定資産台帳の突合や現物確認）や分析等（経年比較、類似団体比較、基準値（目標値）比較、セグメント分析等） 
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